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ムを岐阜工場に敷設して、お客様と協業して実際に試作製
作を行い、新しいマーケットを創出しお客様の製品を上市す
るお手伝いをするビジネスモデルを立ち上げました。端的に
言えば、当社を踏み台にしてお客様が初期投資に伴うリス
ク無しでスピーディーに製品開発に取り組める仕組みです。
その過程でお客様の要件に基づいて機械をテーラーメイド
化し盛り込みたい機能の実証・調整の部分を織り込んでい
く、という“サービス業”にシフトすることにしたのです。
これが試作特化型受託生産（Sakura i  Prototype 
Manufacturing System）です。
　私にとっては、当社の技術もお客様の要望・要件を満
たすための“道具”に過ぎません。そのため、当社の技術を誇
るのではなく、お客様が望む機械やラインを創り上げるため
に、例えば乾燥工程に最適な技術が他社にあれば、その技
術を自社に組み込んでいきます。自社に無い技術を持って
いる優れた企業と提携し、あくまで技術を提供してもらう企
業側の利点、利益も考えた上で提案・協業するようにしてい
ます。
　そうして試作や調整を重ねていく中で、その機械はお客
様にとって「テーラーメイド」とも呼べる最良の1台へとカスタ
マイズされていきます。機能の検証はもちろん、製品や事業
への見通しがきちんと立ったところで機械を購入していただ
けるわけです。私にとって嬉しいのは、機械を購入していた
だくこと自体ではなく、その後に「桜井さんのところの機械の
おかげで儲かっているよ」と聞けることですね。個々のお客
様の望むところを謙虚に聞かせていただき、「ひとの役に立
つものをかたちにする」ことが、これからのメーカーには必要
不可欠だと思っています。

聞き手：確かに、最近では個々のお客様に寄り添うサービ
スがたくさん生まれています。調整を重ねることで機械はオ
ンリーワンのものになっていくのですね。

桜井社長：当社ではお客様が上市された後の量産のお仕
事は受けていません。“下請け”ではないからです。やむを得
ず量産をお受けする場合はあくまで“ファブレス（工場を持た
ないこと）”の形態で、別のお客様にテーラーメイド化した機
械を購入いただき、この量産の仕事を付けてお渡しすると
いうことも行っています。
　試作受託をお受けする際に大切にしているのは、お客様
の要望をすべて肯定的に受け止めることです。もちろん当
社も学ばないといけません。例えば薄いフィルムに導電性の
インキを載せるとか、ウォッシャブル・ストレッチャブルの素材を
扱う等、お客様自身が気付いていない部分や、諦めてしまっ
ている要望にも切り込みながら、お客様の要件を叶えてい
く。時にはお客様に材料や精度を再検討いただくことすらあ

ります。多種多様なお客様の要望に寄り添うことは当社に
とって技術面の進化・向上となる、そう考えています。

聞き手：社員の方の採用、教育といった部分については
いかがでしょうか。

桜井社長：当社では地元の方を採用することを大切にし
ているのですが、一次面接を私が担当しています。当社に
関心の高い方は、自然と当社への質問も多くなります。私
にとって大事なのは「志」がある方で、そして守るものがあ
る人です。入社後は、残業は推奨せず、休暇を取るのも自
由。ただし結果を出すことが条件です。また本業以外に
“自ら稼ぐ”ことも大切にしていて、多能の一環として改善
活動にて会社に利益をもたらした場合には、提案者にそ
の利益の10％をキャッシュバックしています。今も15件ほど
プロジェクトが動いていますね。対価に関する年間予算は
500万円ですが、全部支払うことになっても、会社は5,000
万円の利益を得られるというわけです。

聞き手：お話を聞いて、非常にアグレッシブな印象を受け
ました。余暇はどのように過ごされるのでしょうか。

桜井社長：身体を鍛錬したり、自分の時間を楽しんだりして
います。トレーニングは27歳の時から毎週プログラムを立て
て取り組んでいますが、一人で集中して物事を考えられる時
間にもなっています。それから、家では犬を飼っていますが、
いわゆる愛玩犬よりも、手間のかかる犬種のほうが楽しいで
すね。
　岐阜には子どもの頃からよく来ていましたが、最近は岐阜
に来るとほっとするようになり、ここが自分の居場所だなと感
じるようになりました。
　日頃から、ストレスを感じたり悩んだりするのは時間の無駄
だと思っています。分からないことはプロや現場に聞きに行
く、自分の決めたことにもこだわらない。悩むくらいなら考えて
戦おうと。これからも、この岐阜で、これまでの社風を引き継ぎ
ながら事業を続けていくことを第一に考えていきたいと思っ
ています。

聞き手：本日は貴重なお話をありがとうございました。

～世界シェア90％超を誇る自動スクリーン印刷機の技術を核に展開～

株式会社桜井グラフィックシステムズ
代表取締役社長

聞き手：まずは御社の歴史からお聞かせください。

桜井社長：創業は戦後間もない1946年（昭和21年）で、
祖父が出身地である美濃市から東京・日本橋へ出て、美
濃和紙の小売りを始めたことからでした。最初は紙を売っ
ていたのが、まだ印刷機も少ない時代で、活版印刷機を
作ることになりました。父の代になり、オフセットという転写の
技術を使った技法へシフトし、中・小型の印刷機を生産す
るようになりました。
　高度経済成長期もあり、印刷機は精密機械のため新
規参入も少なく、作れば売れるという状況が続いていまし
た。そんな中、私が社長に就任して2年後に起こったのが
リーマン・ショックです。当時輸出が全体の売り上げの8割
あったことが影響し、4期連続赤字という大きな損失を被る
ことになりました。

聞き手：ちょうど15年程前、2008年頃のことですね。

桜井社長：実はもともと、印刷業界という受注産業に対して
見込みで生産するという事業形態に私は疑問を持っていま
した。私の前職はIT大手の日本アイ・ビー・エムでしたので、
コンピューターはハードを売ることよりも、アプリケーションとい
う“魂”を入れることでお客様の要望に寄り添うことが大切だ
という考え方でした。一方、当社は付加価値がある機械とは
いえ、同じハードを作って納めるだけのスタイルに終始し、い
ずれは印刷関連業界全体が、大手に集約されてしまうよう

な構造不況に陥るのではないかと考えていました。実際、当
時は日本の中小企業で印刷会社が一番多いとされていま
したが、今は急速に集約されつつあるのです。
　そこで第一の危機となったリーマン・ショックを機に、シル
クスクリーン印刷機の開発・製造に打って出ることにしまし
た。アナログな技術なのですが、かえって応用範囲が広い
のです。持てる経営資源を集中させて、自動車や弱電、バ
イオセンサーやセキュリティ関連の製品等に役立てる導電
インクを使用した“描く”技術を搭載した機械を製造すること
へと舵を切りました。もうそこには、従来の紙とインクで印刷
するという概念はなく、懸け離れた最新技術に関わる世界
に飛び込んだわけです。幸い、新たなお客様や取引のある
企業がシルクスクリーン印刷の可能性や応用範囲を拡げ
てくださいました。

聞き手：そして、ここに来てさらに業態を変更されると新聞
でも取り上げられました。

桜井社長：コロナ禍は私にとって、いわば第二の危機でし
た。しかし、この影響から世間が解き放たれた時、新しい技
術や製品を発表したいと考えている企業がたくさんあるはず
です。ただ、そのために新しい機械を導入すると一口に言っ
ても大きな費用がかかりますし、株主等のステークホルダー
に説明する必要も出てきます。
　そこで当社が投資して試作量産用の設備やクリーンルー

お客様の戦略的パートナーとして

悩むよりも、考えて戦おう

聞きたいのは
「おかげで儲かっているよ」

和紙取扱いから活版、オフセット、
そしてスクリーン印刷へ
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危機をチャンスに――製造→サービスへの大転換

桜井 隆太
●住　　所： 【本社】東京都江東区福住2-2-9
　　　　　　 【岐阜工場】美濃市亀野町3951
●Ｔ Ｅ Ｌ：0575-33-1260
●Ｕ Ｒ Ｌ： https://sakurai-gs.co.jp/
●事業内容：

●社 員 数： 106人（2023年3月末現在）

スクリーン印刷機・オフセット印刷機等の
印刷関連機器の開発・製造・販売
プリンテッドエレクトロニクス分野の試作・
受託生産事業

氏

ツール

聞き手 （一社）岐阜県経営者協会　広報部会委員

【写真左】
同社スクリーン印刷による製品イメージ。ス
クリーン印刷の汎用性を活かし、フレキシブ
ル回路基板や車載パネルをはじめ、プリン
テッド・エレクトロニクスの新市場を開拓。

【写真右】
試作特化型受託生産用クリーンルーム設
備。お客様のご要望を反映したテーラーメ
イド機・人材・場所、同社が最適解を提供。

関信用金庫
常務理事　総務部長 石竹 智範
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【来春卒業予定の高校生
 採用を“増やす”企業は65％】

資料出所：(一社)岐阜県経営者協会「第55回　高校求人懇談会　配付資料」

資料出所：独立行政法人 労働政策研究・研修機構「副業者の就労に関する調査」

【副業をしている人の割合は6.0％、副業する理由には新型コロナが影響】

労働行政レーダー
ヘッドライン

資料出所：岐阜労働局「令和4年度　岐阜県内のハローワークを通じた障害者の職業紹介状況等
の取りまとめを公表します～『障害者の就職件数』が4年ぶりに増加」

　岐阜労働局によると、令和4年度の障がい者の職業
紹介状況は就職件数が1,962件となり、前年よりも39件
（2.0％）増加。新規求職申込件数についても、3,658件と
なり、やはり前年度より59件（1.6％）増加している。特に
「精神障がい者」については新規求職申込件数、就職件
数ともに10％以上増加している。

障がい者の就職件数　４年ぶりに増加

資料出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査　令和4年度分結果確報」

資料出所：経済産業省・厚生労働省・文部科学省「2023年版ものづくり白書
（令和4年度　ものづくり基盤技術の振興施策）概要」

　厚生労働省によると、月間の現金給与総額は32万
6,308円で前年度比1.9％増。このうち、一般労働者は43
万392円（同2.3％増）、パートタイム労働者が10万2,791
円（同2.8％増）。なお一般労働者の所定内給与は31万
9,804円（1.4％増）、パートタイム労働者の時間当たり給
与は1,248円（1.6％増）だった。また、総実労働時間のう
ち、所定外労働時間は10.2日で3.9％増加。常用雇用者
数については1.2％増加となっている。

毎月勤労統計調査　令和4年度の給与額は

2023年版ものづくり白書　課題は

資料出所：岐阜労働局「ハローワーク別の有効求人倍率の推移」

　岐阜労働局によると、岐阜県内における令和4年度の
有効求人倍率は、一般が1.70倍、パートが1.60倍、これ
らを合わせた全数が1.66倍だった。特に一般は令和4年
7月から令和5年2月まで1.7倍を超え、12月には1.82倍ま
で上昇するなどした。ハローワーク別では、多治見1.99
倍、中津川1.89倍、岐阜1.75倍の順に高くなっている。

令和4年度の岐阜県内有効求人倍率は1.66倍

資料出所：岐阜労働局「令和4年 死傷災害の発生状況（令和5年3月末集計）」

【岐阜県における令和4年の労働災害発生状況は】
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大垣

高山

多治見

関
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岐阜八幡

合計

署別　死傷災害発生状況

令和4年 令和3年 対前年比増減
1,379人
（4人）
701人
（1人）
292人
（1人）
636人
（3人）
577人
（4人）
255人
（0人）
135人
（0人）
3,975人
（13人）

906人
（10人）
439人
（5人）
169人
（1人）
400人
（4人）
426人
（4人）
150人
（1人）
45人
（1人）
2,535人
（26人）

+473人
（－6人）
+262人
（－4人）
+123人
（0人）
+236人
（－1人）
+151人
（0人）
+105人
（－1人）
+90人
（－1人）
＋1,440人
（－13人）

業種

製造業

鉱業

建設業

運送業

全産業

農林・畜産
・水産業

商業等の
事業

業種別　死傷災害発生状況
※（）内はその内の死亡者数 ※（）内はその内の死亡者数

令和4年 令和3年 対前年比増減
750人
（2人）
6人
（0人）
297人
（6人）
258人
（1人）
99人
（0人）
2,565人
（4人）
3,975人
（13人）

823人
（10人）
4人
（0人）
267人
（6人）
227人
（3人）
75人
（3人）
1,139人
（4人）
2,535人
（26人）

－73人
（－8人）
+2人
（0人）
+30人
（0人）
+31人
（－2人）
+24人
（－3人）
+1,426人
（0人）
+1,440人
（－13人）

岐阜労働局によると、令和4年の1年間で岐阜県内において発生した死傷災害（死亡または休業4日以上
の傷害）は、3,975人と、前年の2,535人に比べて大幅に増加。岐阜県内における労災発生状況は平成4年以
降徐々に減少し、平成21年以降は2,000人程度で推移していたが、令和4年の人数は平成4、5年と同水準と
なっている。（ただ平成27年に過去最少となる1,941人を記録したものの、その後は新型コロナウイルスに係
るものを含む・含まないに関わらず増加傾向となっている）
死傷災害のうち、新型コロナウイルス感染症に係るものは1,712人で全体の43.1％にものぼる。前年の353
人に比べても1,359人増加（3.8倍）となっている。
また新型コロナウイルス感染症に係るものを除いて比較しても、令和4年は2,263人となり、令和3年の
2,182人に比べて3.7％の増加となっている。業種別では、「商業等の事業」における増加が著しくなっている。

　副業者の就労に関する調査結果に
よると、仕事をしている人のうち、副業
をしている人の割合は6.0％で、男性
（5.1％）よりも女性（7.4％）で高い割
合となっている。また、女性は年齢が
高いほど副業をしている人の割合が
高かった。
　副業をしている人の本業の就業形
態は、「非正社員」が41.0％で割合が
高く、「正社員」は38.1％だった。本業
と副業の就業形態の組合せタイプ別
に見ると、「本業：非正社員＋副業：
非正社員」が32.9％でもっとも割合が高かった。
　副業する理由（複数回答）は、「収入を増やしたいから」が54.5％でもっとも割合が高く、次いで「1 つの
仕事だけでは収入が少なくて、生活自体ができないから」が38.2％、「自分が活躍できる場を広げたいか
ら」が18.7％などとなっている。
　また、副業する理由には新型コロナが影響しているとした人の割合は34.7％だった。本業の業種別に見
ると、「宿泊業、飲食サービス業」が45.0％でもっとも高くなっている。

性別・年齢別に見た副業者の割合
就職を希望する生徒数

18～29才（n=　2,888）
30～39才（n=11,646）
40～49才（n=30,697）
50～59才（n=50,722）
 60～64才（n=19,444）

18～29才（n=　8,692）
30～39才（n=16,953）
 40～49才（n=22,735）
 50～59才（n=20,355）
60～64才（n=　4,848）
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第55回　高校求人懇談会アンケート
（企業調査）

調査時期：2023年5月19日～5月31日
調査方法：岐阜県企業151社を対象に実

施。有効回答数は149社。

第55回　高校求人懇談会アンケート
（学校調査）

調査時期：2023年5月19日～5月31日
調査方法：岐阜県内の学校108校を対象

に実施。有効回答数は78校。

2024年春　新規高卒採用の
予定（前年比）

増やす　97社
65％

同年度　39社
26％

減らす　2社
1％

その他　11社
8％

同年度　39社
26％

減らす　2社
1％

その他　11社
8％

　一方、2024年春に県内高校を卒業する生徒の数は
12,141人で、前年よりも281人減少。そのうち就職を希望す
る生徒は2,579人で、やはり前年よりも485人減少となって
いる。就職、自
営・進学・その
他を希望する生
徒の数について
まとめたグラフ
は下記の通り。

　当協会が6月2日に開催した「第55回  高校求人懇談会」
に参加した企業
を対象に、2024
年（令和6年）春
卒業予定の高
校生の採用に
ついてアンケー
トを行った結果
はグラフの通
り。前年よりも
採用を「増や
す」とした企業
が全体の65％と
なり、高校生の
採用意欲につい
ては引き続き高
い状況となって
いる。

職業科のみ設置校

 普通科のみ設置校

職業科・普通科
併設設置校

0人 2000人1000人

自営・進学その他を希望する生徒数

職業科のみ設置校

 普通科のみ設置校

職業科・普通科
併設設置校

0人 6000人2000人 4000人

2024年3月卒業
の生徒（予定）
2023年3月卒業
の生徒（実績）

2024年3月卒業
の生徒（予定）
2023年3月卒業
の生徒（実績）

　政府がものづくり基盤技術の振興に関して講じた施策
に関する報告書。2023年版では、国際情勢の不安定化や脱
炭素への機運の高まりなどを背景に「個社単位での対策は
困難・非効率、デジタル技術による、サプライチェーンに係
る事業者全体の取組の可視化・連携が重要」としている。
なお、白書の概要等は下記で閲覧できる。
■2023年版ものづくり白書ページURL
https://www.meti.go.jp/report/white
paper/mono/2023/index.html

男

　性

女

　性
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【来春卒業予定の高校生
 採用を“増やす”企業は65％】

資料出所：(一社)岐阜県経営者協会「第55回　高校求人懇談会　配付資料」

資料出所：独立行政法人 労働政策研究・研修機構「副業者の就労に関する調査」

【副業をしている人の割合は6.0％、副業する理由には新型コロナが影響】

労働行政レーダー
ヘッドライン

資料出所：岐阜労働局「令和4年度　岐阜県内のハローワークを通じた障害者の職業紹介状況等
の取りまとめを公表します～『障害者の就職件数』が4年ぶりに増加」

　岐阜労働局によると、令和4年度の障がい者の職業
紹介状況は就職件数が1,962件となり、前年よりも39件
（2.0％）増加。新規求職申込件数についても、3,658件と
なり、やはり前年度より59件（1.6％）増加している。特に
「精神障がい者」については新規求職申込件数、就職件
数ともに10％以上増加している。

障がい者の就職件数　４年ぶりに増加

資料出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査　令和4年度分結果確報」

資料出所：経済産業省・厚生労働省・文部科学省「2023年版ものづくり白書
（令和4年度　ものづくり基盤技術の振興施策）概要」

　厚生労働省によると、月間の現金給与総額は32万
6,308円で前年度比1.9％増。このうち、一般労働者は43
万392円（同2.3％増）、パートタイム労働者が10万2,791
円（同2.8％増）。なお一般労働者の所定内給与は31万
9,804円（1.4％増）、パートタイム労働者の時間当たり給
与は1,248円（1.6％増）だった。また、総実労働時間のう
ち、所定外労働時間は10.2日で3.9％増加。常用雇用者
数については1.2％増加となっている。

毎月勤労統計調査　令和4年度の給与額は

2023年版ものづくり白書　課題は

資料出所：岐阜労働局「ハローワーク別の有効求人倍率の推移」

　岐阜労働局によると、岐阜県内における令和4年度の
有効求人倍率は、一般が1.70倍、パートが1.60倍、これ
らを合わせた全数が1.66倍だった。特に一般は令和4年
7月から令和5年2月まで1.7倍を超え、12月には1.82倍ま
で上昇するなどした。ハローワーク別では、多治見1.99
倍、中津川1.89倍、岐阜1.75倍の順に高くなっている。

令和4年度の岐阜県内有効求人倍率は1.66倍

資料出所：岐阜労働局「令和4年 死傷災害の発生状況（令和5年3月末集計）」

【岐阜県における令和4年の労働災害発生状況は】
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署別　死傷災害発生状況

令和4年 令和3年 対前年比増減
1,379人
（4人）
701人
（1人）
292人
（1人）
636人
（3人）
577人
（4人）
255人
（0人）
135人
（0人）
3,975人
（13人）

906人
（10人）
439人
（5人）
169人
（1人）
400人
（4人）
426人
（4人）
150人
（1人）
45人
（1人）
2,535人
（26人）

+473人
（－6人）
+262人
（－4人）
+123人
（0人）
+236人
（－1人）
+151人
（0人）
+105人
（－1人）
+90人
（－1人）
＋1,440人
（－13人）

業種

製造業

鉱業

建設業

運送業

全産業

農林・畜産
・水産業

商業等の
事業

業種別　死傷災害発生状況
※（）内はその内の死亡者数 ※（）内はその内の死亡者数

令和4年 令和3年 対前年比増減
750人
（2人）
6人
（0人）
297人
（6人）
258人
（1人）
99人
（0人）
2,565人
（4人）
3,975人
（13人）

823人
（10人）
4人
（0人）
267人
（6人）
227人
（3人）
75人
（3人）
1,139人
（4人）
2,535人
（26人）

－73人
（－8人）
+2人
（0人）
+30人
（0人）
+31人
（－2人）
+24人
（－3人）
+1,426人
（0人）
+1,440人
（－13人）

岐阜労働局によると、令和4年の1年間で岐阜県内において発生した死傷災害（死亡または休業4日以上
の傷害）は、3,975人と、前年の2,535人に比べて大幅に増加。岐阜県内における労災発生状況は平成4年以
降徐々に減少し、平成21年以降は2,000人程度で推移していたが、令和4年の人数は平成4、5年と同水準と
なっている。（ただ平成27年に過去最少となる1,941人を記録したものの、その後は新型コロナウイルスに係
るものを含む・含まないに関わらず増加傾向となっている）
死傷災害のうち、新型コロナウイルス感染症に係るものは1,712人で全体の43.1％にものぼる。前年の353
人に比べても1,359人増加（3.8倍）となっている。
また新型コロナウイルス感染症に係るものを除いて比較しても、令和4年は2,263人となり、令和3年の
2,182人に比べて3.7％の増加となっている。業種別では、「商業等の事業」における増加が著しくなっている。

　副業者の就労に関する調査結果に
よると、仕事をしている人のうち、副業
をしている人の割合は6.0％で、男性
（5.1％）よりも女性（7.4％）で高い割
合となっている。また、女性は年齢が
高いほど副業をしている人の割合が
高かった。
　副業をしている人の本業の就業形
態は、「非正社員」が41.0％で割合が
高く、「正社員」は38.1％だった。本業
と副業の就業形態の組合せタイプ別
に見ると、「本業：非正社員＋副業：
非正社員」が32.9％でもっとも割合が高かった。
　副業する理由（複数回答）は、「収入を増やしたいから」が54.5％でもっとも割合が高く、次いで「1 つの
仕事だけでは収入が少なくて、生活自体ができないから」が38.2％、「自分が活躍できる場を広げたいか
ら」が18.7％などとなっている。
　また、副業する理由には新型コロナが影響しているとした人の割合は34.7％だった。本業の業種別に見
ると、「宿泊業、飲食サービス業」が45.0％でもっとも高くなっている。

性別・年齢別に見た副業者の割合
就職を希望する生徒数

18～29才（n=　2,888）
30～39才（n=11,646）
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50～59才（n=50,722）
 60～64才（n=19,444）

18～29才（n=　8,692）
30～39才（n=16,953）
 40～49才（n=22,735）
 50～59才（n=20,355）
60～64才（n=　4,848）
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第55回　高校求人懇談会アンケート
（企業調査）

調査時期：2023年5月19日～5月31日
調査方法：岐阜県企業151社を対象に実

施。有効回答数は149社。

第55回　高校求人懇談会アンケート
（学校調査）

調査時期：2023年5月19日～5月31日
調査方法：岐阜県内の学校108校を対象

に実施。有効回答数は78校。

2024年春　新規高卒採用の
予定（前年比）

増やす　97社
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同年度　39社
26％

減らす　2社
1％

その他　11社
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26％

減らす　2社
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その他　11社
8％

　一方、2024年春に県内高校を卒業する生徒の数は
12,141人で、前年よりも281人減少。そのうち就職を希望す
る生徒は2,579人で、やはり前年よりも485人減少となって
いる。就職、自
営・進学・その
他を希望する生
徒の数について
まとめたグラフ
は下記の通り。

　当協会が6月2日に開催した「第55回  高校求人懇談会」
に参加した企業
を対象に、2024
年（令和6年）春
卒業予定の高
校生の採用に
ついてアンケー
トを行った結果
はグラフの通
り。前年よりも
採用を「増や
す」とした企業
が全体の65％と
なり、高校生の
採用意欲につい
ては引き続き高
い状況となって
いる。
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　政府がものづくり基盤技術の振興に関して講じた施策
に関する報告書。2023年版では、国際情勢の不安定化や脱
炭素への機運の高まりなどを背景に「個社単位での対策は
困難・非効率、デジタル技術による、サプライチェーンに係
る事業者全体の取組の可視化・連携が重要」としている。
なお、白書の概要等は下記で閲覧できる。
■2023年版ものづくり白書ページURL
https://www.meti.go.jp/report/white
paper/mono/2023/index.html
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最近の景気動向

日経平均株価とＮＹダウ（単位：米ドル）
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NYダウ（左軸）

■ 著者　経営アドバイザー
古田 千尋氏

1980年

1980年
1990年

1996年

2011年

早稲田大学 政治経済学部
経済学科 卒業
大垣共立銀行 入行
大蔵省系シンクタンク
国際金融情報センター 出向
㈱共立総合研究所 出向
（取締役調査部長 他）
岐阜県可児工業団地協同組合 出向
（事務局長 他）

■日経平均株価上昇のカラクリ
日経平均株価がバブル景気崩壊後の最高値で推移してい
ます。
上昇の立役者は海外の機関投資家です。右下のグラフをご
覧ください。米ドル建ての日経平均株価とＮＹダウを比べたも
のです。相関係数は0.9以上、密接な相関関係にあることが見
てとれます。
彼らはドル高円安になると割安になった日本株を買うので
日経平均株価は上がります。逆に、円高ドル安になると、日本
株を売るので日経平均株価は下がります。結果的に米ドル建
ての日経平均株価はＮＹダウとよく似た動きをたどることにな
ります。
2021～2022年は日本政府の厳しいコロナ対策が彼らに嫌
われたこともあり、ＮＹダウとの開きが大きくなりました。しか
し、５月上旬の５類移行後、彼らは積極的に日本株を買ってお
り、開きが縮小しています。
米国では４～５％のインフレが続いており、日米の金利差は
大きく開いたままです。植田和男・日銀総裁は金融緩和の継続
を明言しており、ドル円相場は、しばらくは安定的に推移する
と見込まれます。こうした点を考慮すると、日経平均株価はさ
らに上昇する可能性があります。
景気は気からと言います。株式長者がたくさん誕生して高
額商品が売れだすと、好景気への高揚感が生まれます。日本
経済の好循環につながることが期待されます。

■景気の現状と課題
岐阜県の製造業は、電気料金や原材料価格の上昇などのコ
スト高で収益状況が悪化、さほど良くない状況が続いていまし
たが、ここにきて好材料の登場です。
岐阜県には、自動車関連の中堅・中小企業が多く、良くも悪
くも、トヨタ自動車の生産動向に左右されます。2020年以降、
同社の国内生産台数は半導体不足で低調でしたが、徐々に不
足が解消されつつあります。今年１～４月の生産台数は前年同
期比17％増加しました。５～７月には前年同期比54％増となる
88万台程度の生産が計画されています。明るい期待が広がり
ます。
岐阜県の非製造業は、コロナへの制約がなくなったことで
総じて元気です。県内の主要観光地には、外国人観光客が
戻ってきて活況を呈しています。
今年３月、高山市と白川村は観光庁の「モデル観光地」に
選ばれました。観光庁の様々な支援を通じて長期滞在の富裕
層外国人をさらに呼び込むことで一層の活性化が期待され
ます。
県内企業の課題は人手不足です。県内の学校から多くの卒
業生が出ても、その何割かが愛知県の大企業に流れ、地元企
業になかなか就職してくれません。直近４月の岐阜県の有効求
人倍率は1.49倍でした。少子化や円安に伴う製造業の国内回
帰で求人難はさらに深刻化する傾向にあります。
新規採用も重要ですが、自社の体制を見直し、中途退職を
防ぐことが先決です。退職理由の大半は人間関係です。コミュ
ニケーションの悪い職場ほど労災が多いとも言います。風通し
の良い職場にするには、どうすべきかを社内全員でよく話し合
うことです。

■中国の報復に注意
先端半導体の生産には米国のアプライド・マテリアルズ、
オランダのＡＳＭＬ、日本の東京エレクトロンなど日米蘭の特
定企業の製造装置や技術が不可欠です。今年２月、日米蘭三
カ国は半導体を戦略物資と位置づけることで合意しました。　
その結果、我が国では欧米先進国などの例外を除いて、先
端半導体の製造装置など23品目の輸出に経産省の事前許可
が必要になりました。この措置は７月23日から適用されます。
中国が怒っています。中国の半導体自給率は２割以下で、し
かも、その大半は外資系企業によるものです。先端半導体が
ないと機械製造業や軍事産業は中長期的に大きな制約を受け
ることになります。
中国は2014年に「反スパイ法」を制定、これまで17人の日本
人をスパイ容疑で拘束しています。日本政府からの照会にも国
家機密をたてに拘束理由を教えてくれません。
今年３月、アステラス製薬の日本人社員が北京空港で帰国
直前に拘束されました。林外相が訪中して解放を要請しました
が、拘束されたままです。日米蘭三カ国の半導体合意への報
復との推測があります。
７月以降には報復がさらにエスカレートすることが懸念され
ています。行かないのが一番ですが、中国に拠点があれば、そ
ういう訳にはいきません。訪中時には、すべてにおいて慎重な
行動が不可欠です。




